
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

兵庫県少子対策本部ニュース 第 10５号         
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１ 

 

 

男性（父親）の子育てやワークライフバランス(仕事と

生活との調和)について考える「お父さん応援フォーラ

ム」が、２月１６日(月)に兵庫県のじぎく会館で開催され

ました。 

最初に、「男女共同参画社 

会づくり協定」（４９社）、「子育 

て応援協定」（４７社）の締結 

式が行われ、男女共同参画 

社会に向けた職場づくりや子 

育てと仕事の両立支援に積極的に取り組む企業の代表

者に、それぞれの協定書が手渡されました。 

その後、「ワークライフバランスとイクボス」をテーマに

大阪教育大学教育学部の小崎恭弘准教授による講演が

行われました。講演のなかで「男性自らが、ワークライフ

バランスを意識し、仕事だけでなく、自分の人生、家族、

子どもを大切に考えることが必要。」「イクボス(※)が増え

ることで、男性が育児に参画しやすい環境となることは、

家族、企業、社会にとって多くのメリットをもたらすことに

つながっている。」等男性のワークライフバランスの必要

性とその課題、対応方法について、ご自身の経験を交え

ながらわかりやすく解説されました。 

 (※)イクボス：部下やスタッフのワークライフバランスを考え、

その人のキャリアと人生を応援しながら、組織の業績も

結果を出しつつ、自らも仕事と私生活を楽しむことができ

る上司 

 (問)男女家庭課 ０７８－３６２－３１６９ 

子育て期の家庭を支援するためには、特に男性（父

親）の子育てへの理解と参画が必要であり、男性が積極

的に育児参画することが求められています。 

今年度から企業・事業所へ出向いて、このセミナーを

開催することとし、２月２３日（月）にコープこうべ住吉事務

所で開催され、３２名が参加されました。 

セミナーでは、育児や介護などで 

時間制約のある職員を含め、あらゆ 

る人が気持ちよく働くための職場環 

境づくりと、そのマネジメントができ 

る「イクボス」が求められているとの 

課題が提起されました。 

コープこうべ事務局から、当課題 

にかかる同組合の現状と将来予測 

についての説明がなされ、参加者へ 

の問題提起と意識付けが行われました。 

続いて、NPO法人ファザーリングジャパン関西事務

局長の篠田氏から、イクボスが必要とされる社会的

背景と、イクボスを増やすことのメリット、組織活性化

についてのお話がありました。 

グループワークでは、それぞれの職場での事例を

話し合い、この課題解決に向けての各自の今後の行

動について意見交換・発表が行われました。 

「共に働く仲間・各自が抱える課題を把握すること

が大事。そのためには、日頃から丁寧なコミュニケー

ションを取ることが必要。」「相手からの情報を聞き出

す前に、進んで自身の情報をオープンに（自己開示）

し、話しやすい雰囲気を作る。」「価値感の異なる相

手も認め、受け入れるということ（他者認容）により、

育児・介護等で時間的制約を受けざるを得ない働き

方をする職場の仲間の連帯感が増し、人的資源の確

保・向上が図られる」等の意見が出されました。 

  (問)男女家庭課 ０７８－３６２－３１６９ 

子育て中のお母さんは、たくさんの責任と、家事や 

育児で毎日が大変。ストレスや怒りがたまりますよね。 

でも「それが当たり前」とあきらめないで。 

フリートークでは、トゲトゲした気持ちを、おしゃべり

で発散。解説と講義では、怒りの原因やコントロール術

をたのしく学びます。“育児のイライラ”にさよならしたい

方、ぜひご参加ください。 

 
日時：平成２７年３月２６日（木）1３:00～1５:０0 
場所：県立男女共同参画センター セミナー室 
    （JR 神戸駅すぐ） 
講師：梶原 由美（かじわら ゆみ）さん 
    （こころサポート あおいくま 代表） 

 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ：前半 フリートーク：みんなで話そう「子育てって
大変！」ミニ解説：「『脱！イライラ』カギ
は男女共同参画」 

後半 講義＆ワーク：「怒りのコントロール術を 
ゲットしよう！」 

対象：未就学児を子育て中の女性 
定員：３０名（先着順） 
一時保育：１歳半から就学前まで（無料・要予約） 
 
問合せ先：県立男女共同参画センター・イーブン 
     TEL 078-360-8550  FAX 078-360-8558 
 

http://web.pref.hyogo.lg.jp/hw08/hw08_000000008.html


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 
※編集部からのお知らせ 

 「ひょうご子ども未来通信」は、市町、企業、商工会

議所、商工会、青年会議所、地域団体・NPO、県関係機

関などや希望者に電子メールにより配信しています。新

たに配信を希望される方は、下記アドレスに「未来通信・

配信希望」と送信してください。未来通信に掲載する記

事も随時、募集しております。ご希望の方は下記までご

連絡下さい。 

兵庫県少子対策本部（健康福祉部こども局こども政策課）

kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp 

 

 

こども・子育てひみつ基地 検索 
https://www.facebook.com/kodomo.himits

 

 

○あいサポ会員（個人、パーティ参加）＜登録無料＞ 
あいサポ応援団（企業等）が企画・開催する出会い
イベントに参加できます。 

○はばタン会員（お見合い）＜年度登録料 5000 円＞ 
会員同士の合意が得られた場合、「お見合い」の機会
を提供します。 

 
☆詳細は下記ホームページをご覧ください 

http://hdsc.seishonen.or.jp    
☆会員のお申し込みは、最寄りのセンターへ 

お問い合わせのうえ、お越しください。 

(問)ひょうご出会いサポートセンター 
078-891-7４1５ 

子育て支援において優れた取り組みのあった団体

等を表彰する「ひょうご子育て応援賞表彰式」にあわ

せて、NPO法人生涯学習サポート兵庫の山崎清治理

事長による記念講演を開催します。多くの皆様のご参

加をお待ちしています！ 

 

◆日時：３月１８日（水）１４：００～１５：３０ 

◆場所：ラッセホール地下１階「リリー」 

（JR元町駅東口から北へ徒歩8分） 

◆内容 

・ひょうご子育て応援賞表彰式 

・記念講演 

テーマ：「地域で育む子どもたち ～孤育てから個育

てへ～」 

講 師：山崎清治氏 

(NPO法人生涯学習サポート兵庫理事長)      

◆申し込み・問い合わせ先 

お名前・ご住所・電話番号・メールアドレスを記入の

うえ、FAX またはメールでお申し込みください。 

 

こども政策課  

電話：078-362-3199   

FAX：078-362-3011 

mail： kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp 

 

 

■一時保育のお知らせ 

お子様を預けてゆっくり美術鑑賞はいかがですか？ 

●兵庫県立美術館では「フェルディナント・ホドラー展」

会期中に一時保育を実施します。 

◆実施予定日： ３月２２日(日)、２９日(日) 

１０：３０～１５：３０ 

(※実施予定日の前日１８：００までに、ご希望の時間

等ご予約頂きます。１名もご予約がない場合は中止と

なります。) 

◆対象：０歳(２か月)～就学前のお子さま 

◆場所：兵庫県立美術館 1 階会議室 

◆定員：１０名程度(１名から実施) 

◆利用料金：２か月～１歳 ４５０円/３０分 

２歳～就学前  ４００円/３０分 

※いずれも１時間以上から３０分単位のご利用となり

ます。 

※別途、観覧料金が必要です。 

◆ お申込み・お問合せ先 

NPO 法人 子育ち家族サポートふるーる 

担当 髙田 佳代子 

TEL（090）3948‐3719 

FAX（078）755‐0973 

E-mail:kako-o-kako@m6.gyao.ne.jp 

mailto:kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp
http://hdsc.seishonen.or.jp/

